
善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

大
ニ
ュ
ー
ス

　喜
怒
哀
楽
で

　年
暮
れ
る

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
悪
ふ
ざ
け
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
な
？

　人
類
愛
の
な
い
場
所
か
ら
は
川
柳
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
ね
。

○

平
成
の

　二
十
九
年
度
は

　福
の
年

群
馬
県

横
江

　
　勇

評
／
ど
う
せ
な
ら
「
平
成
の

　二
十
九
年
度
も

　福
の
年
」
と
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

○

行
く
先
に

　私
を
待
っ
て
る

　人
が
い
る

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
い
つ
も
な
が
ら
奥
ゆ
か
し
く
良
い
で
す
ね
。
わ
く
わ
く
す
る
気

持
ち
に
風
が
悪
戯
っ
ぽ
く
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
ま
す
。

○

デ
ィ
ケ
ア
ー

　今
朝
早
々
の

　薄
化
粧

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
デ
ィ
ケ
ア
ー
と
延
ば
さ
な
い
で〈
デ
イ
ケ
ア
の
〉と
し
ま
し
ょ
う
。

　施
設
で
な
に
か
楽
し
い
催
し
が
あ
る
の
か
な
？

　今
朝
早
々
の
薄
毛
粧
の
こ
と
ば
は
良
い
で
す
ね
。
熟
練
の
筆
致
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
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　　岩
手
県
宮
古
支
部

平
成
二
十
八
年
度

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

の
開
催

岩
手
県
宮
古
支
部
の
平
成

二
十
八
年
度
秋
季
善
行
表
彰

伝
達
式
は
、
十
二
月
三
日
宮

古
ホ
テ
ル
沢
田
屋
で
開
催
さ

れ
た
。

は
じ
め
に
、
叙
勲
に
浴
し

た
山
田
皓
一
様
と
褒
章
そ
し

て
長
寿
善
行
者
と
し
て
ご
接

見
の
栄
に
賜
っ
た
清
水
誠
勝

様
の
紹
介
と
花
束
の
贈
呈
が

あ
り
、
続
い
て
二
団
体
二
個

人
へ
賞
状
と
善
行
章
が
伝
達

さ
れ
た
。　

支
部
長
か
ら
は
、「
台
風

十
号
の
豪
雨
で
被
災
し
た
市

内
で
、
大
人
と
一
緒
に
中
高

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
た
光
景
を
目
に

し
、
そ
こ
か
ら
は
、
自
分
た

ち
に
出
来
る
こ
と
で
人
の
た

め
に
頑
張
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ま

さ
に
善
行
会
が
目
指
す
善
行

の
原
点
を
見
た
思
い
が
し

た
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、宮
古
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
宮
古

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
引
き

続
き
祝
電
の
披
露
が
あ
り
、

受
賞
者
代
表
で
中
村
儀
雄
様

の
謝
辞
で
伝
達
式
を
終
了
し

た
。祝

賀
会
で
は
清
水
誠
勝
様

よ
り
ご
接
見
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
佐
藤
昇
様
の
乾
杯

の
発
声
で
祝
宴
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
中
で
受
賞
者
の
楽

し
い
一
口
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

行
わ
れ
た
。

山
田
皓
一
様
か
ら
は
、

「
三
十
九
年
間
、
民
生
児
童

委
員
を
務
め
て
き
た
。
現
在
、

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

宮
崎
県
の
北
部
に
位
置

す
る
延
岡
市
は
、
五
ヶ
瀬

川
、
大
瀬
川
を
は
じ
め
と
す

る
五
ヶ
瀬
川
水
系
の
川
が
流

れ
、
昔
か
ら
「
水
郷
延
岡
」

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
秋

に
な
る
と
架
設
さ
れ
る
「
鮎

や
な
」
が
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
延
岡
の
鮎

や
な
は
、
三
百
年
以
上
の
伝

統
を
誇
り
、
川
原
で
鮎
を
焼

く
風
景
は
環
境
省
が
選
定
す

る
「
日
本
か
お
り
風
景
百
選
」

に
も
選
ば
れ
、
延
岡
市
民
の

心
の
原
風
景
と
も
言
え
ま

す
。
さ
て
、
皆
さ
ん
に
も
馴

染
み
の
深
い
魚
で
あ
る
鮎
で

す
が
、
延
岡
で
は
江
戸
時
代

よ
り
地
域
の
特
産
物
と
し
て

贈
答
品
に
用
い
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

八
百
年
前
に
は
、
宇
佐
神

宮
に
も
奉
納
さ
れ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
随
筆
家
の

佐
藤
垢
石
は
「
延
岡
の
鮎
は

味
、
香
り
、
姿
ま
で
日
本
一
」

と
コ
メ
ン
ト
し
、
絶
賛
し
て

い
ま
し
た
。

鮎
や
な
と
は
、
秋
に
な
る

と
産
卵
す
る
鮎
の
習
性
を
利

用
し
、
竹
で
作
っ
た
落
テ
簀

（
お
て
す
）
に
誘
い
込
む
伝
統

的
な
漁
法
で
す
。
や
な
漁
自

体
は
、
全
国
で
も
散
見
で
き

ま
す
が
、
川
幅
が
百
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
箇
所
に
架
設
さ

れ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
や
、

地
元
の
工
場
の
煙
突
が
見
え

る
ほ
ど
の
都
市
部
に
架
設
さ

れ
る
点
に
お
い
て
は
、
他
に

類
を
見
ま
せ
ん
。

一
度
来
て
み
て
下
さ
い
。

き
っ
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
鮎
や
な
の
営
業
期

間
は
十
月
一
日
（
土
）
～

十
二
月
四
日
（
日
）
ま
で
で

す
。

民
生
委
員
の
成
り
手
が
無
い

の
が
悩
み
だ
。」
と
の
話
。

包
丁
研
磨
の
奉
仕
活
動
等

の
宮
古
建
設
組
合
様
か
ら

は
、「
包
丁
磨
き
を
二
十
二

年
間
続
け
て
い
る
が
、
こ
の

活
動
を
長
く
続
け
て
生
き
た

い
。」
と
自
信
を
示
す
。

郷
土
芸
能
保
存
会
を
統
合

し
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る

中
村
儀
雄
様
か
ら
は
、「
高
齢

化
や
過
疎
化
で
伝
承
人
口
が

減
少
し
保
存
会
の
活
動
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
だ
。
何
と
か

残
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
話

に
切
実
な
思
い
が
伝
わ
る
。

読
書
活
動
を
続
け
て
十
年

間
の
田
老
か
も
め
お
は
な
し

会
様
か
ら
は
、「
過
疎
地
域

で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
老
人
ホ
ー

ム
に
は
時
代
劇
の
紙
芝
居
を

持
っ
て
訪
問
し
て
い
る
。」
と

の
心
暖
ま
る
話
が
あ
っ
た
。

三
十
年
間
少
年
野
球
の
監

　　兵
庫
県
支
部

平
成
二
十
八
年
度
秋
季

善
行
表
彰
支
部
主
催
伝

達
式
と
祝
賀
会
開
催

　

兵
庫
県
支
部
は
、
平
成

二
十
八
年
度
秋
季
善
行
表
彰

者
の
支
部
主
催
の
表
彰
伝
達

式
と
祝
賀
会
を
十
二
月
十
八

日
（
日
）
に
例
年
会
場
と
し

て
い
る
神
戸
市
内
の
湊
川
神

社
の
参
集
殿
に
て
開
催
を
し

ま
し
た
。

当
日
は
表
彰
者
が
他
の
行

事
と
重
な
り
欠
席
者
も
多
く

来
賓
二
名
・
表
彰
者
十
七
名

と
支
部
会
員
三
十
二
名
の
計

五
十
一
名
の
出
席
で
開
催
を

し
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
受
彰
者
一
人

一
人
に
支
部
長
が
表
彰
状
を

読
み
上
げ
表
彰
盾
と
共
に
手

渡
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
来
賓
の
兵
庫
県

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
協
議

会
長
久
保
英
志
氏
と
末
松
参

議
院
議
員
の
代
理
出
席
の

秘
書
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
厳
粛
裡
に
表
彰
状
の
伝

達
が
行
わ
れ
、
続
い
て
祝
電

披
露
が
行
わ
れ
、
表
彰
者
・

来
賓
支
部
幹
部
役
員
で
記
念

写
真
を
撮
影
後
第
二
部
の
祝

賀
会
に
移
り
ま
し
た
。

共
に
懇
親
を
深
め
、
善
行

活
動
の
意
義
と
、
今
年
皇
太

子
殿
下
の
ご
接
見
の
栄
誉
を

受
け
ら
れ
た
会
員
か
ら
の
喜

び
と
、
栄
誉
が
語
ら
れ
る
と

共
に
夫
々
の
活
動
が
語
ら
れ

盛
会
裡
に
伝
達
式
と
祝
賀
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　　香
川
県
支
部

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式
・

皇
太
子
殿
下
ご
接
見
報

告
会
並
び
に
懇
親
会
の

開
催
に
つ
い
て

香
川
県
支
部
の
平
成

二
十
八
年
度
秋
季
善
行
表
彰

伝
達
式
を
会
員
二
十
七
名
の

出
席
の
下
に
、
十
二
月
十
九

日(

月)

午
後
四
時
か
ら
宇

多
津
町
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

瀬
戸
大
橋
で
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
伝
達
式
は
、
大
捕
文

男
事
務
局
長
の
司
会
で
、
北

慎
一
副
支
部
長
の
開
会
の
言

葉
に
続
き
、
西
村
一
夫
秀
天

支
部
長
か
ら
受
賞
者
八
名
に

表
彰
状
、
善
行
章
が
手
渡
さ

れ
た
後
、
皇
太
子
殿
下
ご
接

見
時
の
状
況
を
宮
本
隆
義
、

大
捕
文
男
両
氏
か
ら
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
村
支
部
長
が

各
受
賞
者
へ
の
お
祝
い
の
言

葉
、
ご
来
賓
の
加
藤
悟
史
坂

出
副
市
長
、
有
福
哲
二
香
川

県
議
会
議
員
よ
り
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
丸

野
忠
義
副
支
部
長
の
閉
会
の

言
葉
で
閉
会
し
、
そ
し
て
記

念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
を
行

い
西
村
支
部
長
の
挨
拶
、
加

藤
副
市
長
の
挨
拶
の
後
、
吉

本
義
弘
副
支
部
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
祝
宴
に
移
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
各
受
賞

者
よ
り
受
賞
の
喜
び
と
現
在

の
活
動
状
況
報
告
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
宮
本
隆
義
理
事
よ
り

香
川
県
支
部
の
発
展
を
期
し

つ
つ
散
会
し
ま
し
た
。

督
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
中
村

融
平
様
か
ら
は
、「
家
族
が

善
行
表
彰
を
喜
ん
で
く
れ
、

二
泊
三
日
の
家
族
旅
行
を
兼

ね
て
表
彰
式
へ
出
席
し
た
。」

と
の
話
が
会
場
の
笑
い
を
誘

う
。実

践
を
し
て
い
る
人
た
ち

の
話
に
は
人
を
強
く
惹
き
つ

け
る
も
の
が
あ
っ
た
。

和
気
藹
々
の
歓
談
の
後
、

善
行
会
の
発
展
と
地
域
社
会

に
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
合

い
、
会
を
終
了
し
た
。

　　愛
知
県
豊
橋
支
部

秋
季
善
行
表
彰
祝
賀
会

の
開
催

日
本
善
行
会
豊
橋
支
部

は
平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
四
日
、
豊
橋
市
新
栄
町

の
高
千
穂
会
館
で
、
秋
季
善

行
表
彰
の
受
賞
祝
賀
会
を
開

催
、
佐
原
光
一
市
長
ら
来
賓

も
訪
れ
、
長
寿
善
行
者
二
人

と
受
賞
者
四
人
を
祝
っ
た
。

（
五
月
）

笠
原
作
榮

　様
（
一
金  

五
万
円
）

（
十
月
）

千
葉
県
支
部

名
流
会
（
藤
乃
千
代
寿
）
様

（
一
金  

八
万
円
）

新
舞
踊
チ
ャ
リ
テ
ィ
名
流

会
に
協
力
頂
い
て
い
る

方
々
の
御
寄
附
を
本
会
に

寄
贈

（
十
二
月
）

群
馬
県
前
橋
支
部

（
一
金  

五
万
円
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ぺ
を
開
催
し
、
そ
の
協

賛
頂
い
た
益
金
を
本
会
に

寄
贈

＊
そ
の
他
匿
名
の
篤
志
家

か
ら
の
高
額
の
ご
寄
附

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

か
ら
沢
山
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

特
別
賛
助
寄
付
金

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

二
〇
一
七
年

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
新
年
会

二
月
四
日
渋
谷
区
初
台

「
京
王
新
線
初
台
駅
」
直

結
の
二
四
五
ｍ
の
超
高
層

ビ
ル
五
四
階
、
中
国
料
理

店
「
東
天
紅
オ
ペ
ラ
シ
テ
イ

店
」
に
お
い
て
三
三
名
の
会

員
が
参
加
し
て
の
新
年
会

を
開
催
。

東
京
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
栗
原

忍
氏
の
司
会
に
よ
り
石
毛
利

雄
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
開
会

挨
拶
に
続
き
ご
来
賓
相
澤
克

也
副
会
長
の
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
、
次
い
で
東
京
ブ
ロ
ッ
ク

を
代
表
し
高
田
修
副
会
長
の

ご
挨
拶
、
山
下
純
雲
子
常
務

理
事
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
和

や
か
な
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

東
天
紅
は
東
京
を
代
表
す

る
中
国
料
理
店
、
然
も
晴
天

に
恵
ま
れ
た
二
四
五
ｍ
の
宴

席
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

く
、
佐
野
支
配
人
心
づ
く
し

の
洗
練
さ
れ
た
お
料
理
と
紹

興
酒
も
一
入
（
ひ
と
し
お
）、

二
時
間
三
〇
分
の
歓
談
の
華

が
咲
き
ま
し
た
。
宴
た
け
な

わ
で
し
た
が
、
島
田
益
吉
世

田
谷
区
支
部
長
の
中
締
め
の

挨
拶
と
三
本
締
め
で
楽
し

か
っ
た
新
年
会
が
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
延
岡
支
部

※
紙
面
の
都
合
上
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

御
了
承
下
さ
い
。


